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駄剖新占車市開発繁備事費院に係わる御所野氏駿部の題

磁文化財につきましては昭和56年度から対処し、 ，t爾

区威内31ヶ所の遺跡のうちすでに28ヶ所の遺跡の調査z
b'終すし、本年度は2ヶ所の遺跡的発据調査を実結い

た1..，~した。

調査の結袋、重量崎B遺跡は1日;石器時代、 縄文時代、

秋大農場南海跡は旧石器時代、縄文時代、平安時代の

飯合遺跡であるこ とが判明し、貴重な成果を得ること

ができました。

調査の実施にあたゥては、県、関係機関の指導をは

じめ、地元関係者等多〈の方々の積極的なご協力をい

ただき部〈感謝申し上げます。

本線告書が文化財保護のため、さらには研究資料と

して広〈活用されれば寄越に存じます。

平成4年3月

4貴闘市教育~員会

教育長長門伸一



例 言

1 本報告書は秩陶布図ツ小屋小岡地 (獲崎B遺跡}、図、y小屋末戸松本(秩大農場南遺跡)に所

在する各遺跡の発鋸調悲報告書である。

2.本報告・は調表員及び縄'6:補佐負の協力を得て安倒j車、市が編集した。

3 本報告書の執筆は狸崎B遺跡、歌大農場爾遺跡を安田忠市が、 その他は菅原俊行が担当し、菅

原が繍接した。

4 発纏調査、E整理作業の過程で下記の4t氏より指導、助宮を鵬，た。(敬祢略}

小林造艦(菌学院大学〉、冨穫泰時 (秩陶県埋蔵文化財センター)、株 il作 (~t織道大学} 、

渡辺 誠 (名古屋大学}

5. 4与遺跡の平面際、土層断両国中のPは土器、 Sは石(111!)を示し、石器実測悶の石銀、鋸歯縁

石器等の外形図には77.フyJレト付着物の衝所在来した。

6 発績調'6:による出土遺物、 実測図、写真、その他の記録は秋田市教育委員会が保管する。
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調 査 の 概要

調査に至るまでの緩過

駄目1.1;南東部地績は、昭和56年6)1の秩悶空港の開港、東北割問餅自動lI!JIt秋悶線秋田イ ゾターチa

y >，開設予定等、 ~陸両面の焚過の圏直衡に位賞する所で串る ζ とから、いち速く開発可能性等につ

いての骨調査が実績され、県市露骨計婦においても麓築、住宅阻地が一体となった終合的=-.:a.-タ

ウソ =~棒読者軍需として具体的に位置づけちれた.

制和55年に御所野台地全体の分布調査を実施し、釣30，"所の遺物敵布地を確認Lた，昭和56年度

は開発計画区指車内の西舗工寮同地遊底に先だち、 下集D遺跡 (紋岡市 『下堤D遺跡発掘調査報告書J

1982年3月、紋悶市教育司書員会}の発翻調査を行った。昭和57年度は今後の開発計扇に対処するた

め昭和55年の分布調査に基づき、 3ヶ月間で遺跡の範凶務総調査を宮尾絡し、施凶liI認調査の』由来巳

燕づき附係書韓関と協議を質向、 ~I~続~年度ßIIに計画的な宛繍調Ji.を実施することとし、昭和初年

度は下犠G遺跡、 野畑通路、満ノ沢B遺勝、1&ノ土C遺跡、坂ノ土D週跡 (獣回市 rtl:回臨，~様車両

鷹市開発関係埠長文化財発御調lf.保管寄J1983年3月、鉄悶市a:宵要員会}、昭和議年度は割i/土

E遭8、渇/沢A遺跡、渇/沢C週鶴、渇ノ沢F遺旬、渇ノ沢GlI_.渇ノ沢H週鶴、野影通情

{紋倒市 「欽闘臨空港新歯車市開発関係煙蔵文化財発鐸調査報告・J1鎗4隼3月、 紋岡市a:育要員会}、

昭和59.年度は下纏E遺跡、下縄F遺跡、袋ノ土F遺跡、湿崎A遭旬、渇/沢D遣棒、深図沢通陽

{紋岡市「敏郎=空港新都市開発関係略説文化財発線網査報告書J1985年3月、 駄岡市独首司書員会)、

納鞠160年度は地蔵回目遺跡.台A渇跡、渇/沢I遺跡、昭和581r.1<<に調査した湯/沢F遺跡の北西

部{款問市 「秋闘新都市開発盤側事業関係捜蔵文化財発掘調査轍告書J1鰯 年 3月、秋田市敏宵要

員会}、相事硲1年度は地方通路.台自遺跡 {駄岡市「依岡新10Il市開発建備事業関係埋蔵文化財調.Ii.

暢告書J1987年3月、紋闘市<<胃司書員会)的発担調涯を行.，た.

順書舵年度は、重量崎B遺跡、蟻疎開A遺跡、欽大農場却車線の調査を笑範L、新都市開発針通地区

内に所在する'l:T'T所の遺跡の調Aが一応終了する予定であ勺f.;.しかし、 昭和60年度に調査した地

灘間B遺跡の保存問題が出てきたため計画の一部見直Lが島り、.合公l司、 医療福祉等観音締役感

i世予定地にある下線A遺跡、下拠日遺跡、下縫C遺跡の発細川笠が必要になり、昭事161年度に}冊i

d陸上除去作業を行っていた下場C遺跡 {秋岡市 「紋旬新都市開発盤備事業関係埋蔵文化財発鋼綱進

徹也r・J1鎗7年9月、歓凹術教育費員会}の発揚調査を実施するζとにし、下漫A遺跡、下縄自遺

跡 {紋四市「秋朗新都市開発銀鋼事寮関係哩蔵文化財発指調査機告禽11988年 3Jl.紋岡市a:宵司E

員会】については調査費の関係で7月から発掘調査を行。た.

平成3年度は狸‘B遺館、紋大・場爾遺障の発績調査を行令た.な軒、舞崎B遺跡については調

AJOI聞の関係で、来年度継続調進する予定でるる。
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調査期間と体制

調査期間 平成3年4月18日-8月初日〔秋大A梅雨量置跡}

平成3年7月15日-12月17日 (重量崎B遺跡)

調査主体帯 地調E費量興盤備公館

調:il捜当者秋田市・駄闇市教背番員会

調査員背原俊行、安問忠市、納谷信広(験問市教育~員会文化娠典課)

調査補佐員小林郷

調査協力員 五十嵐芳郎(秩関当考古学協会)

調査作業員 鈴木銀一、鈴木長治、三繍竹治、鈴木市太郎、 三浦金司、佐藤春信、加賀谷金一郎、

佐々木金治郎、若月春宮、三浦初枝、三浦千枝子、 三浦 トミエ、三浦タキ、鈴木ウメ

ノ、鈴木鈴子、鈴木博子、熊谷文子、宮間トキ子、伊藤茂子、佐々木久子、高島綾子、

会場京子、矢野1l':!l!子、 鈴木キ泊、加藤エサ子、箆子沢ミサ、三糠アエ子、石井いさ

子、石井京子、三浦トキ子

整理作寮員 三浦千絞守、伊藤茂干、宮悶トキ干、鈴木博午、三浦欽守、伊藤秀干、鈴木弘干、佐々

木暁子

事務員熊谷信子

調査の方法と経過

各遺跡ごιに任意の原点を決めて東函南北(磁北)に基準緩を作り、調査区全体に大グリッ ド

(40x40m)を設定L、さらにその中に小グリッド(4x 4曲)を設定して単位グリッドとした。

大グリッドは(1-0)、小グリ ァドは東西 (X軸)に数字(!-10) 、問~t (y紬)にアルフ?

ベッ 争 (A-J)を配 L、その組み合せで遺跡番号、大グリッ ド、 小グリ フドのJ1I{に呼称すること

とした。

発掘調査は、歓大企場前遺跡が4月18飼-8月20日、渡崎B遺跡が7月15日-12月17自の白書量で

実施した。また、濃崎B遺跡、地蔵闘A遺跡、秋大..場遺跡は5月27凪-7月12日の日程で範悶盛

認調査を併せて実施し、秋大農場遺跡については出土遺物とi!掃の検出がほとんどないことから発

掘絢迭の必寝がないと判断した。秋大典場南遺跡は鉄大島場遺跡の繭側に位但し、比高差は少々あ

るものの関連遺跡と犯窪し、秋大I:t場遺跡の遺跡番号を紋大..場南遺跡へ変更することとした。

狸崎B遺跡は、 1日:石器時代、縄文時代のI!!合遺跡である。安土除去作業は調査区念体を実施Lた

が、 l日石骨量時代、縄文時代申遺構調査は調査区北慌のみの実臓である。純資期間的邸合上で完銭に

は歪らず、来年度:継続調糞する干1主である。l日:百務時代の出土遺物は約3.200点で、石器、斜片、

有機事である。縄文時代は重量火住居跡3事f{大木10戎賜}、他に竪穴遺構、 土演、焼土遺調理等の検

出である。
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紙大.場南遺跡は、 I日li録"代、 鱒文時代、平安時代の績合遭商事で~るo 18:百器時代の出土遺物

1:340点で、 二次加工の認めらhる"片が1点のみで、飽は剥円である..宜時代は軍基穴健婦跡6

軒(大木10式期}、土刻、上綜閉!殺遺構、平安時代は思穴住鴎跡I1肝及び土績の検出で、俄に情状

土郷、焼土j軍機事が検出されている。

平1t3年度来縁者 (順不向、 敏称略)

富樫奪略.小林克、小"*忠実子{依岡県埋蔵文化財-tyター}、株 隊作{北海道大学}

遺跡の位置と地形・地質

位置

駄自1市街から同道13母織をI咽下L、仁井問、 機山を過ぎ、似を凝ると銀河約40m前後の広大な台

』也が開げる。これはJR奥羽車線四ツ小股駅方面からもよ〈凡える平担な台地であり、御所野台地、

点戸台と呼ばれている.この台地が依岡新都市開発整備事集計画雄厩である.

各遺跡の位置については鱗2関 『鋼所野丘陵部発担調査遺跡、簡閲確認遣魅及び周辺遺跡Jを審

問されたい.

地形・地質

遺跡の存者主する地形は、大別して和国丘陵と末戸台台地に分砂られる.和問丘農は平島両を島ま

り抑たない。しかし、定高雄を持.，た根満6O-150mのかなり開析を受砂た老年期地形を示し、地

形はlI'l3系鮮新統に属する青色砂質シル ト場 {笹岡府)と膏灰色興状泥鳴(天徳寺婦}、それに中

新統に良する崎灰色泥岩{鉛川M)などからなっている。 来戸台台地は標高お-50m強で、その盟問

副主大変平坦である.この台地は糊丘陵と接して酬の脳惜別できる.はらは同様ゐ区分

からすると、土佐から観高45-50m頓町椿台段丘、錬高40田強の上野台段丘I、標高35曲強町上野

台段丘H、寝高25m強の宝蔵崎段丘町4殿備に分妙られる. (1113関}

陽台段丘

~j弘川右帰京戸台台地では4S-50m積の傾誌をもっ、いわ中る暢台衝をその場績面とする僻台婦

が庫い倹 (愈大径IOcmO1J後)、砂、結土の互層で織成されている。ただ義氏高度はわからない. 

.\'~仰は最上部に t--2mの補色丹納土質火山灰層があり、 IX記鶴、 砂、結土の豆腐で、砂療の節分

で1..1!l.ばクロス ・ラミナ{斜交.I.!!.)がみられ、砂土あるいはシル トは水平な細かい層溜をなす

ζ止が多い。 膚厚をみると、 錬周はうすし砂・給土層が1'Jい.-tの下績は第3系の泥t!(飴川畑}

'p砂貿シ'"~ (笹凋膚}とな。ている.内康はこの椿台曲を関東町下京書面に対比Lてレる.

上野台段丘1

末戸台台地で榛台段丘町例師側民自目高40m強でつトている段丘が上野台段丘Iと呼ばれている." 

層の】 -2mの鈷土賀大山灰"を除〈と、段丘堆積物は最大陸20-筑)cmの操膚であり、原さは5

-3-



¥ー

-4-



-5-



御所野丘陵部 遺跡一覧表

範節感認調査 発 郷 調 :IE 遣 跡

見直跡
遺跡 名 所 在 地 時 f¥; 面積ば '邑 目 縄31'年度 擁護蘭積d 内 容

番号

下縄 E 秋田市四ツ小屋小問地字下機 縄 文 5.625 畑 559 3.340 縄文〈中期}集務

2 下堤 F h H " 14.375 " S鈎 2.950 縄文(前、 中期}集落

3 下縫 G '〆
q l白石器、縄文(中} 5.刷10 山 林原野 557 1.民抑 l目l'i雷、.文{前、中期)集落

4 厳ノ 上 C H 四ツ小屋小阿地字飯ノ上 縄 文 6.αm h 557 1.副却 縄文{中i晩期}

5 緩ノ 上 D H H a・ 14.ωo " 557 1.日加。 縄文(中A 晩期)

6 緩 ノ上 E ー， H h 15.四10 h 558 5.α刻。 縄文(中期)集落、ト10c蜘炉

7 坂 ノ上 F " " " 37.810 " 559 18.8∞ 縄文(中湖}集落、弥生住居跡
B 型車 崎 A 砂 回ツ小震小向地字狸崎 縄 文 {晩) 13.750 畑、山事事原野 559 1.910 縄文〈菌恥 晩期)土横義、弥生住康

9 農崎 B h h 縄 文 1l.250 属医 野 H3 3.併用 1日:百様、 縄文(中期}集滞

10 地 蔵田 A h 1!9ツ小度末戸訟本字地蔵田 旧石盤、縄文、平安 30.α10 畑

II 地蔵闘 B h h 縄文(中、焼}、弥生 25.000 山 綜 原野 sω 12.制調。 1日:百緑J縄文(中期)集第、弥生集Z臨調木跡
12 湯ノ沢 A グ 自ツ小屋末戸松本字渇ノ沢 • 文 21.555 h 558 3.脱却 縄文(中期}、弥生住居跡

13 湯 ノ沢 B H h 縄 文 (1閥、中) 5.似淘 " 557 2.340 縄文{中期}集落、平安住居跡

14 湯ノ沢 C h " 縄文(中、晩}、弥生 11.585 " 558 4.1∞ 縄文{中期)、集落
15 湯 ノ沢 D q q • 文 (中) 35.飢ゆ 畑 559 3.220 縄文{中調書)、集落

16 湯ノ沢 E q 

" 縄 文 7.500 h 558 1.路。 縄文{後期)

17 湯ノ沢 F h " 縄文、土師、須恵 5.310 〆， S錦、 60 4.4ω 弥生土婦、平安基(40基)

18 治ノ沢G q 

" 縄 文 {後} 1.草加。 原 野 558 4∞ 縄文{棚)
19 .ノ沢H H H 縄 文 5.940 畑 558 720 縄文{前!中、晩期}住居跡

20 野 畑 8 よjt手御所野宇野畑 縄 文 {中} 1.875 山 林 557 640 綱主(中同)集落

21 野 形 8 よ北手御所野字野形 土 師 須耳E 5.制。 山 林原野 558 "。 平安IU跡、 重軽君事

22 源問沢 。上北手古野字深間沢 縄文 平 安 6.875 畑 559 3.320 平安建物跡、住居跡

お 台 A ' よ北手古野字台 • 8.440 H 560 2.ぽ10縄文(中期)集落

24 調且 方 ' 上北手渡悶字堤ノ沢 蝿 文 〈晩〉 54.670 畑、原野 56! 11.日抽 縄文(中期)集湾、 (晩期〉土寝耳匪

25 渇 ノ沢 1 ' 回ツ小屋京j5j1}本字湯ノ沢 積 圃 560 5.7∞ 弥生
26 秩大島絹爾 • 間ツ小鹿末戸笹本字地蔵陥 ~ 野 H3 3.似10 !日;百器、縄文(中期}集落、平安住居跡

27 台 B h 上北手.回字寺ノ沢 山林原野 561 1.150 縄文(中期}

28 下機 A ， 四ツ小lit'J、同地字下機 現 野 562 11.恒国 縄文{中期}集落、平安集落

29 下屍 B " H h 562 5.1∞ 縄文(中期〉集落、平安集落
30 下堤 C h h " 561、62 17.7'∞ 平安集落
31 下縄 D 』旬 ' H 556 17.似10 1白石器、縄文句n-晩期}集落、 平安住居跡
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曲程度で、その下部は第3系となっている。

上野台段丘11

末戸台台地では上野台段丘Iとの比誌が5m強である。段丘地積物の岩相は、上野台段丘Iとほ

ぼ同様で、 場厚は5m前後である。 内藤によれば、厚い礁層的下部は締台贈に当るとしている。狸

崎B遺跡、 駄大農相降雨遺跡はこの上野台段丘11に位低ずる。

段丘地積物の特徴は、上野台I、H蘭では緑大径30cm前後の車内磁を主体と守る。ほほ一様な

俊腐をもち、河川地積物で、摩書も加味すると岩見川などによる河成の俊食段丘蘭と考えられる。

I¥'t台、 上野台1、目前の告稲をおお勺ている膚厚1-2田町シルト分を含んだ粘土賞式山灰層は、
iPIJ 

男iAi半島の療嵐山が組織とーJt.考えられている。この結土質火山灰層の表面締役物質的鼠化状態を

みてい〈と、務台、..t野台I、l1i面では黒色土の下の締役物質のうち、上司;50--1収)Cmがl謂褐色を

泉L、下商事は灰色で、境は漸移する。また、土司直前を見ると、踏台、上輝台I、11簡をおおう土媛

はレわゆる高岡2統に属してトると考えられ、比鮫的大きい円礁を混入Lていて、無色土胞を厚〈

堆積寄せている。 この府中には火山ガラスを混入しており、大山灰が関係しているものと推定書れ

る。

詮 1 r秋問県岩見川流減およびその周辺の段丘についてJ内康博夫 1965年 第4紀研究第4巻
第1号

註2 r地形、 表層地質 ・土療、 敏朗J 続減企画庁土地分類豊富本調3lf. 1966年

「八郎潟の研究J 秋朗県教育餐員会 1965年

「火山活動と地形J 村山磐大切堂

「秋開県男総半島ーの自潟の火山拠出物についてJ 林宏地質学otIIitt;l'，61巻第717号

1955年

- 10-
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遺跡の.・

御所野台地の南側、JR奥羽本線図ツ小屋駅から南東へ6∞mの地点であるomと北側から沢が
入り込んで舌状をなし、観高は約おmである。

調涯の結果、 l自石器時代、 縄文時代の複合遺跡で、 iI騎は縄文時代の豊臣穴住居跡、里E穴遺骨庫、土

境、その他に焼土遺畿等が検出された。

隣接する遺跡は北側約1∞mK.縄文時代前・晩期、弥生時代の「観崎A遺跡J、南東約3ωmに旧

石器時代、縄文時代中期、平安時代の「秋大農場南遺跡」、東側約500mにl白石器時代、縄文時代

中期、弥生時代の 「地疎開B遺跡J等の関連遺跡が所在する。

1日;百器時代

本台地で発掘調査された旧石皆時代の遺跡は、 「下堤D遺跡」、 「下提G遺跡J、 『地蔵削Bi量

跡Jである。また、 『下虎A遺跡』からはナイフ形お録、 石刃が各l点ずつ、 「獄ノ上F遺跡Jか

らは縦長剥片が1点出土Lている。昭和お年の分布調査で右刃が出土Lている「地蔵間A遺跡Jは、

平成5年度に発掘縄査が予定されてトる。

本遺跡は調査蘭績が広範囲であり、調査期間の都合土完鋪には歪らず、来年度継続調査する干定

である。従η て本報告は来年度とし、今年度は概械にとどめたい。

層位

本遺跡はt事前約35mで、地形区分では上野台段丘IIにあたる。遺跡はこの上野台段丘日の中では

中位に位置する。遺物は日I層 {暗資格色土、ローム漸移編〉、W膚 {貫主褐色土、ローム廟)からの

出土である。

出土渇物 (第4、5図1-18) 

出土総数は約3.2∞点で、石様、剥片、石核等が出土している。右犠の総績は、ナイフ影石器(1 )、

感務(2)、削器(3)、決λ石llIf
35..tOm-

(4 )で、5-18は使用車産及びニ

次加工のある剥片である。2、 ，.岬恥

3は片面調墜により刃却を作り

出L、4の喪蘭には光沢が認め

られる。5-7は縦長剣片の両

端を切量訴するものである。 12は 銅佃拘

縦長l'J丹に調整を施したもので

あるが、l'J片と側雌調~jこは時

間建が認められる。

- 14ー
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ζこご〉

くこミ

縄文時代

遺憶と遺物

J1 

6-o -@-Q 
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L こ〉 12 

a-G -~-v 
~ 15 = 16 

17 くこ二二〉
18 

!il5図 1日:石器符代tl:l土造物
。 5<ffl 

調重量期間の都合上完掘には歪らず、来年度も継続調査する。従って、本年度は調査区北認め検出

遺構及び遺隣内出土遺物と、 調査区遺物包含漏出土遺物につレての綴告である。

竪穴住居跡

1号住息跡 (第6嗣)

調査区の北側で検出された。

プラソは長戦5.9m、短軸5.1mの務円形を畏し、 2号 ・3号土割高に切られている。確認面からの

一 時 一
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深さは10cmで、懸はほぼ垂直に立ち上がる。ピッ トは11鋼検出され、 主柱穴は深さ40cm以上の3

個で晶る。炉は土器埋::<l'部、 掘り込み部からなる。 土器埋設部は底部を欠〈潔鉢形土器を埋設し、

周辺は強〈火熱を受けて赤変している。掘り込み留は側面が火熱を受けて赤変しているが、底面は

火熱を受けていない。床はほぼ平坦で堅いが、住居中央節は特に宣Eい。また、 火熱を受けて赤変し

ている部分も数箇所認められた。

出土遺物

土鰭 (第10図1-3、第11図6-14)

3は炉埋設士昔話、 6は炉皇居り込み部覆土、他は複土出土である。沈線区価の鰐iI'l帝を有サるもの、

業脈状文を施すもの、地文のみのものである。 1は煩泌がすぽむ小形の土俵で、ロ縁古Zが欠損する。

地文はLR単節斜縄文{縦位回転)である。 2は潔鉢形土器の下部で、地主ItLR単鮪*1縄文{縦
位副転〉である。 3は口縁部が外反する探鉢形土様である。山形口畿を2ゲ所に配し、この山形回

線の頂部甑下に11孔が認められる。倒語文鎌は4単位備成で、 fノ」字状の庫署刑帯は1也文部よりも

符き出るものである。理雪消備は銅器中寝でそれぞれ連絡しているが、この部分は「ノj字状の俊線

となうている。また、この下方にはうず巻文が施きれ、中にはflJ突文が加飾されている。 地文はR

L単節斜縄文(縦位回転}である。

石器 {第191811、2、第初図9)

1は癒器である。 白面調墜により刃部を作り出L、石貸は硬貨頁岩で晶る。2は削器である。片

面調.で、石質は硬貨貰訟である. 9 は石血状石器である. t!ii状で、全部が膨れτトる。石賀11~

lliおである。

2号住居跡 (第7筒}

調査区の北側で検出された。

ピγ トと炉の検出で、プラ >'1主び規模は不明で晶る。ピッ トは2舗のみの検出で、主柱穴は不明

である。炉は土器製設認と鑓り込み訴かちなる。土器坦設部は鉢形土援を斜依に煙設し、周辺が強

〈火熱を受けて~.，変 している。掘り込みIIßは底 ・ 側面が火熱を受けて赤変している。 床は桔ぼ平援

である。

出土遺物

土穆 (第10筒4)

4は炉爆投土器居である。ロ縁部が緩く外反する鉢形土器告で、 平緑ロ縁である。綾線によ勺て区碩

きれた術円形の鰐梢文が縦位に施されるもので、 4単位相t~置である。地文はLR 単調臨斜縄文(縦他

自転}である。

3~住居跡 (第8 凶)

- 19ー
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調査底の北側で検出書れた。

プラ γは受納2.4m、組側2.2mの術円形を援 し、離砲耐からの陳さはlOcmで、蟹はほぼlG蹴に

立ちょがる。ピッ トは1倒的みの検出である。炉は石制土雷縄鍛炉である。深鉢形土掃の腕婦を刈

奮 し、散倍。石で闘うている.周辺は火黙を受けて赤変している.床はほぼ平坦で堅トが、住崎中

失舗が特に豊E‘、
出土遺物

土審 {第10掴5、第U悶15-18)

5は炉埋設土器、他は覆土出主である.沈線区画的謄I間帯をヰTするもの、地文のみのもので島る.

ru 1 '"状の驚消帯が腕部中@~でそれぞれ連絡する。 府消帯はtt線

- 20ー

Sは探鉢形土器の鋼部で島る.



区画の部分と洗練と週刊突文で区画する部分とが認めちれる。また、腕部中程には剃突文が加飾され

ている。

石器 (郷20硲10、11)

10、11はくぼみ石で、いずhも再商にくぼみ告書をもつものである。

震穴遺構

1号!l穴渇構 (第9闘)

調査区の北側で検出された。

プラγは長戦2.3m、銀僧2.1mの構内形を患い 縫認面からの療事は初cmで、僚は緩<It.ち上

がる。 ピッ トは 1倒のみの検出である。底衝は丸みがあり、西側には段が付く。

出土遺物

土聖書 (tI¥l1図19-34)

会て覆土出土である。沈線区緬の繕1間帯を有するもの、業目眠状文を施すもの、地文のみのもので
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ある。 31-34は底部で、 31は網代様、32-341主笹集痕である。

土製品 (第お悶1、2)

1、2は再利用土製品で;f，る。土器片を再利用したもので、円形ないしは精円形を呈するもので

ある。

石信 〈第19図3.JIl20凶12、13)

3は削様である。片蘭調艶で、石質は硬質頁岩である。12、13は車耳石である。 13は4蘭が磨れて

いるもので、柱状をなす。

続主遭構 (第17悶)

調査区の北側で検出された。

6通検出され、全てローム商での確認である。焼軍事は径35-85cmの円形及び摘円形を塁し、強
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第10図治情内出土土告書
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土犠 一 覧表

番号
規模(cm)

平面形 断面~ 出 土 i軍 物
長働経純潔害

1 推Iω定 後7定0 138 術 円形 5 第19図4(掻器}

2 190 推16定0 110 術 円形 4 第18図36、37(縄文}、第19簡 5(へラ状石総〉

3 1∞ 85 130 術 円 形 5 第18図38、39(縄文)、第20溺14(石肌状布告官〉

4 112 55 15 術円形 1 

5 105 96 35 続円形 3 第18図40(縄文)、第19儲6(石鎌}

6 146 123 120 情門形 5 第18図41-44(縄文)

7 83 邑3 25 栴阿形 2 

8 50 34 l弓 形 3 第16図35、第18陶45、46(縄文}

9 170 163 83 惰円形 3 

10 143 123 J，沿 院 内形 4 自作18図47-57(縄文中期末)

11 103 96 33 府 内形 l 第18図58(縄文}

12 120 108 120 府 内形 5 第19図7 (削器)

13 172 171 147 楠 円形 4 

14 83 70 1 :ゅ 府 円 形 5 
1-、」ノー

1一、_r
15 1∞ 86 25 摘円形 2 

3iJ  
16 90 73 18 続円形 2 

4 U  
17 1沼 83 12 締円形 2 

18 148 83 39 精円形 3 5LS 
19 56 16 門 形 1 

20 95 82 45 衛門形 2 第18関59、60(縄文)、第19国8(石織〉

21 62 16 円 形 1 

22 140 112 15 衛門形 2 !R18図61-65(縄文)
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第19図遺構内出土石器

出土土審

遺院内・外出土土宮告を純文織により群に大JlIJL、類に細JlIJした。なお、遺物包含膚における用位

的な区別は認められなかった。

第I軍事土曇 (第18鴎61-65、第21図66-94)

縄文地文のものである。全て畿片で、深鉢形の球形をなすものと考えられる。 色調は縄色もL<
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は黒褐色で、飴土に繊維を含んでいるものも認められる。

1頬 (66、67)

ロ縁部に燃紐原体を押庇するものである。いずれも口容部に刺突状のJ.E~曜を巡らし、 地文It O 股

多条のLR単節斜縄文 {横位回転}で晶る。

2類 (61)

口容歯車に燃総原体を抑圧するものである。燃紐は地文と向ーのO段多条のRL原体で、地文{章。

段多条のRL単節斜縄文(償依白紙)である。

3娯 (68)

内外留に繊文を織すものである。両蘭とも0段多条のRL単節斜縄文で、外商が縦低回転、内面

が横低回転である。

4 m (65、69-73)
羽状縄文官施すものである。。段~条の具鏡原体を矧いた非結束羽v:縄文である。

S頗 (62-64、74-87)

O 段多条の単節斜縄文を範すものである。 62-刷、 7吾、旬、 82-刷、 86、 87は O 段~条のRL単

豊臣斜縄文で、62、76、旬、 84、舗は積位回転、 63、刷、 75、77-79、館、 87は縦依悶転で晶る。旬、

80、81、邸はO段争条のLR単節斜縄文で、 80、81は償f生田帳、74、85は縦位回艇で串る。

6鮫 (88-93)

i終節斜縄文をMiすものである。88はLR単節斜縄文 {横位回転)で、 89-宮3はRL単節斜縄文

{積位回転)である。

7類 {倒)

底部に織文を絡すもので晶る。0段多粂のRL原体を用いている。

MII群土鍵 (第10[盟 3-5、第11悶 6 -8 、 15、 19~25、第18闘38、 41-ω、 59、;ß22悶95-97)

tt.線区画の磨梢併を有するものである。目録部が縛消無文衛で、腕舗地文のものも含めた。

l鎖 (38、95-97)

i't富島区副の謄消干軒を宥するものであるが、'I!I消締め縞が殺〈縦位方向へ展開するものである。地

文は%、 961:RL単節斜縄')t(縦位幽転)、 97がRL単節斜縄文(横低回転)である。

2顛(3-8、15、23-25、59)

tt.線区画的II!I消帯を有するもので晶る。膚梢帯は 『ノJ字状、 rJJ字状、 rUJ字状、法状等

の曲線的なもので、後綿、で区画するもの、車1)突文を加飾、rるものもある。探鉢形土器が主体で、 口

縁起は緩〈外反するもの、直立するものが多い。3はロ縁部が外反サる深鉢形土器である。 rノJ
字状の磨消帯が納税中程でそれぞれ連絡するもので、 4単位構成である。 4はロ縁部が緩く外反す

る鉢形士宮昔である。駿線によって区画された楕円形の磨消文が縦位に自草されるもので、 4単位構成
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である。 6は口縁部が直立する深鉢形土器である。 地文l'lRL単節斜縄文{縦位回転)である。 3、

5には刺突文が加飽きれ、 3の繕潮干軒は地文部よりも浮き出るものである。

3類(19-22、47-50)
口縁側が磨消無文滞で、府富現地文のものである。 l務消無文裕と地文部のm界である娯穏に世;線を
巡らすもので晶るが、士総によっては2類の沈線区画の軍事消婚を有するものに含まれるものもある

と考えられる。日縁部が緩〈外反する稼鉢形土器が主体である。

第JU軍事土器 (第11肉 9-11、26、27、第18関51、君臨22関98)

!JIi脈状文を施すものである。刻線でljo文L、跡形の器形をなすと考えられる。 26、98の口縁部は

緩〈外反する。

第W軍事土器 {第10図1、2、第11図12-14、16-路、28-30、第16図35、a!l8関36、37、39-制、
52-58、60、m22鴎鋭い108)

地文のみのものを一括した。 斜縄文、~糸文、条1)'(文を施すものであるが、斜縄文は第 u宇土器

と区別されるものである。

1煩 (28、40、54)

無節斜縄文を織すものである。念てLr無節斜縄文で、 2章、54は縦位回転、40は償位回転である。

企て深鉢形土昔告と考えられる。

2類(1、2、13、29、35、41...... 材、旬、 53、58、99)

単鮪~l縄文をwiすものである。 LR及びR L縄文原体を縦位、自民位包回転脇文するもので、 全て

涼鉢形土絡である。

3煩 (12、14、16、17、36、31、39、100、101)

勝糸文を施すもので‘全て深鉢形土器である。

4煩(問、 30、55-57、曲、 102-1伺}

条痕文を絡すものである。条痕は器商に対Lてlft位、斜位に!liすもので、直線、 曲線、弧状をな

す。全て2軍鉢形土紛である。 103は口縁部が緩く外反する深鉢形土骨量で、 ロ縁舗が無文櫛で頭部に

i:t線が巡る。

第vc草土器 {第18図46、第22図109-113)

磨消縄文を擁サも町、平行沈線をliすもので串る。

1鎖 (109-112)

口縁部に平行枕線が巡り、体部に雲形文を施すものである。109-112は同一個体と考えられ、体

都が湾曲しながら立ち上がる鉾形土様である。地文はLR単節斜縄文(横位回転)である.
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2鱒 (輔、 113)

目録"に平行沈.を遷らL、日曜雪穏に刻白文を施すもので晶るo))3はロ綾部が内湾する鉢形土

fIである.46は口縁穫が内湾する鉢耳至上告である.口唇績に2鍋1対の小突起をもっ.口縁穏には

H島町平行沈織が選るが、真中的沈線は小突li:下で区切，ている.崎支はLR単節斜縄宜(償位鴎

・.)で晶る.

MVI.土鍵 {郷18関45、第n図114-120)

矧同日に散~の平行沈械が巡るものである. 119、120以外は回線部が舛反する痩形土箆で、平縁日

織である.口敏上部に縄文が擁され、鎖都に数条の平行tt綿が巡る.ロ綾部構文宇野に11411.位民、

117、 11811横&に刷毛目絢盤鍵が残る. また、】 1411胴僻制も日調~後に L R 単節制縄文(償位凶

転)を'臨している.119、120は頭部平行剖滋下に刷E目工具による剥突文を範L、軍司突文の中には

条がUめられる.119の腕器には刷毛自調箪艇が認められる.

土鍋品 {第幻図1-3)

1， 2はI号.穴遭構、 3116号土積出土である.企て再利用上製品で、土器片を穂利用したも

ので畠る.f'J形ないしは情門形を呈するものである。

温.外出土石器

石鯨 (却¥24悶15-29)

15点出土している.有裟のものと無茎のものに分領事品、 無法のものが多い。15の基部には7:..

フγル トがH脅し‘磁娘 している ものも認めちれる.石慣は全て優賞貰告である。

右健 (携24図30、31)

2点幽土Lている.つまみ穫を

.fiするもので、..は比般的短い

もので1>る.石賀はいずれも優賞

買給で晶る.

石匙 (1824、お国32-位}

11点幽土Lている。会て縫製で、

比較的細身で長身のものが多〈、

被肌しているものも総められる。

石賀は企て税貿頁婚である。

ヘラ状石錘 {郷25、26図43→7)
15点出土Lている.平面形は穆

C二コ C二ミ
t 

第23tiil I釦 品
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形ないLは短側形を1ilするものがほとんどで、両面調般のものが多い。磁自白しているものも認めら

れ、石賀は全て硬質寅治で晶る。

橿器 (11126儲58)

片蘭調箆により刃穏を作り出し、石質は硬貨貰むで晶る。

磨領石斧 (第26図S9、60)

2点出土Lている。いずれも緩鎖品で、刃部形状は不明である。59は小形謄製石斧で晶る。石貸

はいずれも桜田E訟である。

石鍾 〈郷27関61-63)

3点出土Lている。偏平な自然布の両織を打ち欠いているものである。

くぼみ石 (11127閣刷、 65)

2点出土Lている。いずれも片面のみにくほ'み宮容をもつものである。

磨石(第27凶66、67)

2点出土Lている。雨前が理事かれるもので、比較的縄平なものである。

石田状石器 {第幻図68)

板状で、会前約に良〈繕れてしる。
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まとめ

本湯島幸It御所野台1也の南側、問にl屈した保高35mの台地縁辺IIIに1主計する。iiii述のとおり来年瓜

似統制賓の予定であ り、本""瓜11.'晴D.[Kのjt!物包含純Ml土辿物と飼育区北部の検出遺構直び魔物内

111上i監物について述べるζと4するω な布、l日右器時代については来年度の帳告と したい。

険出遺悔は、集穴住脳跡3tf.IJ.!穴jlt島町 t 革、土繍22基、繰i Jl園町6 事である。~穴住居跡は縄

Z時代中朗のもので、現隣は 2暗仏病悔は長袖ι9回、短鍋5mの比n，的大形、 3号住膳跡は民鋤2.

~m. Ei軸2 .2聞の'1、影で、 2 ゆ住~;拘IH、鴫である，平蜘形111 'J ・ 3 時住居跡は惰円高還を~L.

2号住居跡(.1.不明である.主位穴が緩Eまされたのは 3号住総持のみで、 3，転主柱でるる。本台I車内

吋滋闘の主位穴は4、5側がl'体でIJり、 3備のものは少ない.がは 1I~ ・ 2 号住居跡は .t~JflI詩

編+抱 η込み部からなる1l!~がで、 3 り11'居跡は石倒 k踏j盟設かで畠る匂 2 号~鰐断:の炉鍵Rd世 l二鉛

11利 {，)_I;J!I!~し、 ali り込み織が小i!I.慢であることなど本台地で今車でに検出されてしる制式炉と比

~寸ると特異な形態である。 ..!手段調奇を実権 した l i\t大償制時州遺跡1 で 1 軒確認されたが、検出

例h'世ないことから今後期倒的繍加をま 勺て検討する必要がある 本台地の当該湖町襲五誌では位脱

倒的切り合わが日とんど認められないのが特徴であり.本~"'においても植複は認められないi ま

ι、拡張、 鑓'1、、炉の作り骨えなども認められない.ただL、1暗住居跡については2号 ・3ftι
墳によ勺て切られており‘4織のHが新しい。住居跡町時期については骨調理設土器及び出土温物か

ら縄文時代中期末葉のJに本10式問ι位置づけられる。本台I1JlI摘舟ih岨広域内からは31遺跡稽認され

ているが、当議肪の潰跡は20巡跡で他町時期とJt校すると拠出して4料、大都舟的遺跡11台地紙辺

;$に立地Lており.本遺跡(，1，4悌的形態であり、住居内政i1ノド'1J邸時脊を饗施した f駄):，亀喝倒.. 

跡 1"11量少ない方である.都火iltlllは1基検出されたが.性備は不明である。出土造物から怯府側，

k 同吟鯛と~えられる.土嶋:.t22車検出された.22号 t績からは帯 ! rLlZilが出土し、 縄文叫代前

期の司自E性も考えちhもが、入信分11住居憶の~麟に属すると考えらnる.

出土遺物は、土器‘土製品、 4，2措である，土器11施主僚から6crに太別Lた.;n"帯よ訟は地文

が王<<-のもので6額ι細分した"第IVcrL言語とは区測されるもので、完形もしくは復元ロI能よ鵠は

なく 、企て破Hで晶る.本台地での111土例は少な〈、 I厳ノ 1，白j世官lで数点削土Lτいるのみで
制 。本市北商都の 『児IUJl'trlにも数例が認めらJし縄文時代前朗初般に位俊づけられる。1ll1l
Il'fHIは本遺跡で主体をなすよa:1で3餌に相骨した，t，t線区嗣町府淵併を街するもの、口線節無文

帯のもので、 縄文時代中削ポ曜の式本10式土器に比定されるものである， jJ置については鱒町狭い

馬淵備が健位に展開するもので、大本9式土器の司自E性も与えられる.住居緋の炉理怠土皆は+て

本野に附当する， 第冊癖土訟は事腕状宜的廃さhるものであ畠.車台地 『雛ノ上A遭義J.r f縄
s・5' ..、."
ド遺跡J.r坂ノ上E遺跡J、 rd6ノ択D遺跡」事で鮫点ずつtlULている.また、県例の):働市
1 ，1;;1内池秘、平腿郡大疎開J1下問遺鉱Jでも鎖倒が認められ、縄文時代中期末蜘‘ら後期初頭に
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位鉱づけちれると考えられる。第W群土器は地支のみのもので4績に細分した。 鰍節斜縄文、単自由

斜創立、担自糸文、条痕文をB匝すも叩で、 縄文時代中期末調書から後期初頭に位低づけられると考えら

れる。第 V群土絡は 2領に細分 し、縄文問、代晩賜大澗c，式-A式土訟に比定されるもので串る.

第W鮮土器は回線部が外反する楚形土器である。本台地 「地鼠旧日必品 で多量に出土している.

また1 制 t部の「党時吋 品でも糊が認められ、弥生時代酬ニ雌づけられる.

若干1 r秋田新都市開亮控構築盟関ff，埋縦文化財発猫御菅械告@ 秩大壇場前理跡J 秋la市教背番員会

1992'1'-3月

如 何、阿地LFゐ器売搬拘置鍬告書J 秋田lIi教育委員会 同76年3月
!t3 r児催貝取J 仕田考古手協会 l弧5'1'9月

a4 i士2に向じ

:!S r伏回路空港新街市側発網係地巌文化財提!Ii!調査報告書 下堤F遺跡J 秋田市教背番員会 l蝿S

年3)]

Z主6 riえ出隠さ控港鮪都市偶発欄係樫厳主化財聾制調査報告書 袋ノ上e;!幼J 1~1ll市教育委員会

1964待'3Jl 

1"F.7 r執田臨空港新都市開揖関係埋蔵文化財距掘調査報告書編ノ沢口漕跡」 秋岡市教育委員企

I抽S年 3月

，u r東北横断自動*道駄田線発掘調査報告。鶴lX t:田遺跡J 1~田県文化財調葺報告書第鈎7豊 秋

岡県教育番員会 1991'手3月

誌9 r]草北憤断自動感l1i秋田線亮掲剥直線缶鶴W 下問遺跡J ~岡県文化財調車報告書第1的措 秋

岡県教育番員会 1990年3月

品10 r秩関新館市開発車産備事曹関係埋蔵文化財提提調査報告書， 地蔵間B喧跡J '1主旧市教宵署員会

1蝿叫'3月

泣11 r琵記長般車跡 駄間電電所増設に伴う繁，~，尭御調査報告書J 東北電力株式会社f~出支!古 秋田

市教育要員企 1991年3月

書考文献

欣岡県教官，，-，a会 r東北横断自動邸嵐秋田線弗繍f.¥'l寛織告書W 下岡部的遺跡J 紋悶照文化財調査報

告害Z再189事 H削年3月

I~田県教育者吉岡企 r l!~t繊断自動息滅状回線尭綿純茸報告書咽 小出 lift跡、小出11)置鯨J 依田県立

ft酎調車報告宙揖2岡県 l開1竿3月

依田県教背番目企 f大砂川地区島免庚道賎樹事揖に係no埼議文化財発御調査報告書n 上熊ノ沢温跡J

秩m県文化財調査報告書第213聾 1開l'芋1月
岩手県立博物館 f治手の土器 保内出土資料の隼世J J96民事3月
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1号む.居跡が

Z号除鴎跡前

3号{主婦鈎・炉

図版4

1号白:賠跡炉断ち制リ

2号住居跡炉断ち制り
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図版5

4 号土3壇 ( ~~~ )



5ザ土j蝿 (JI(・~) 6号土浦 {討，-)

7号土淑 {前抜-) 8号土浦 (鴎-)

9号上機 (尚司) 10噌土J属 {南ー・}

図版6



h
出
記
図

{f
撞
)
当
判
砕
恒
明

(I
逮
}
』
君
叫
中
山
【

f
怪
)
授
刊
h
w
円

{f
w胃
)
懸
け「
や



J7号土壌 (市ー)

19号土I唖(itj-)

21号オ.J鹿(1軒来一・)

図版S
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1日石鵠時代出土治物

図版15



土製品

日程桃内出土杭i器

図版16
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泌f帯内出土石綜
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遺跡の概観

御所野台地の南側、 JR呉羽本線四ツ小屋駅から南東へ230mの地点である。 南と東側から沢が

入り込んで舌枕をなL、標高は約30mである。

調査の結果、 1白石器時代、縄文時代、 平安時代の復合遺跡で、遺憾は縄支持代の援穴住届跡、 土

機、土器理2空港続、平安時代のi!穴住居跡、土割高、 その他に溝状土娘、焼土i軍総司事が検出された。

隣接する遺跡は東側150mに旧石総時代、縄文時代中婦、 弥生時代の 『地蔵旬si!毒事J、北西約3

∞mにl日:石器時代、縄文時代中期的 『重量崎B遺跡」等の関連遺跡が所在する。

l白石器時代

遺物は間五区の東端部、約180m倉の範聞より出土した。

麿位

本遺跡1:1.標高約3010で、地形区分では上野台段丘Hにあたる。 遺跡はこのよ野台段丘Hの中では

低位に位置する。遺物1:1.JV層 〈策褐色土、ロ}ム府)からの出土である。

出土遺物

出土総数は340点である。エ次加工の認められる剥片が 1点のみで、飽1:1.剥片である。
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縄文・平安時代

遇制置と遺物

竪穴住居跡

縄文時代

E号住居跡 (!Il5図)

宮崎*区の東側で検出された。

プヲ;11:1.後2.8m申円形を廷し、縫認面からの糠さは25cmで、壁は揖ぼ垂直に立ち上がる。ピッ

H15側倹出事れたが、主柱穴は不明である。炉は土法埋設部、拠り込み古車からなる。土器埋設越

は埋設土設が抜き取られ、周辺は火熱を受けτ赤愛しても 、 t~。 鋸 り込み甜iは底 ・側面が火黙を受砂

て赤変している。旅は問・西側に段がH:き、東側には火熱を受けて赤軍Eしている部分が認められた。

出土遺物

土器 {郷12闘し君事15鴎17-30)

lは床面、他は覆土i出土で晶る。枕線区薗の磨消帯を有するもの、地文のみのものである。1は

鉢形土穏で上半分を欠〈。地支はRL単節斜縄文 (縦位悶転〉である。

土製品(第30図し 2)

l、21:1.拷利用土製品である。土総片を柿利用したもので、情円形を呈するものである。

2号住屠跡 (第6凶)

調査区の東側で検出された。

プラ γはf量輸4.7m、総紬4.3mの術円形を塁L、確認函からの深さは350mで、蛍はほぼ垂直に

立ち上がる。ピットは5倒検出されたが、深さ51cm以ょの3倒が主柱穴である。炉は石関土縫製

設部、石組部、綴り込み部からなる。石間土昔話壊綾部は下半分を欠〈深鉢形土務を埋紋し、拳大よ

りやや大き目の石で闘っている。周辺は強〈大熱を受けて赤11:している。石組訴は側面に右が自由ま

れ、紙面には認められない。E正面と世IJi面の石が火熱を受けている。盛り込み認はー段桟〈皇室に援し、

姻り込み上蘭に敏俄の右が認められる。旅は平沼で~いが、炉の石鍋土告書爆投部の周辺1:1.特に堅い。

出土遺物

土器 {第12闘2-4、第15、16関31-42)

2、3は床面、 4は炉埋設土器、他は獲土出土で晶る。剖ニ線区画の踏淵棺を有するもの、沈餓で

文織を作り出すもの、地文のみのものでbる。2は小形の主主形土官官で品る。ロ縛ssに'1、突起を1倒

もち、頭部に車'I突文が巡る。地文はLR単節斜縄文{縦位回転}である。31:1.$聖鉢形土器の下部で、

地文は量生迫文である。4は白紙部が緩〈外反する凍鉢形土器で‘下半分を欠く。口縁部が無主帯で、

地文liRL単節斜縄文 (縦位回転}である。
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l号住居跡第5匂

土敏晶 (第30図3) 

3は再利用土製品である。土器片を将利用したもので、情円形を盆するものである。

石器 {第26図16)

16は台石で、炉織り込み鉱の北側壁際め床面から出土 した。長軌25.5cm、貴重斡15.5cmの楕円形

を1i¥l、中央官事へ向かうて緩く湾曲している。一部贈れている館所が波、められる。
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3帯住居跡 (卸7図)

i時流区内jfll]l!)"t'検出された。



プラソは長馳 3m、 縦軸2 .7mの術円形を皐 L、確認爾からの深さはIOcmで、 MはほぼlI!~に立

ち上がる。ピ γ トは10個検出されたが.主役穴は住鰐隅の4備と考えられる。炉は石間土量幸雄投郎、

石組錦、掘り込み部からなる。石関土線再埋設部は下半分を欠く鉢形土殺をl里設し、総長い2偲の石

で蹄っている。周辺は強〈火勲を受けてす、変している。石組舗は耳主役士宮よとの聞に長さ30cmの比

較的偏平なIlIb耳石を緩み、E主・倒閣が大型車を受けている。織り込み都は}段浅く司君に接する。旅は

ほぼ平坦で堅いが、炉の石捌土宮号線殺部の周辺は特に~い。

出土遺物

土器 {第12図5-8、第16関心)

5はピッ ト、 4、7、43は床湖、8は炉l墨設土様である。沈線区画の軍事消帯?を有するもの、地文

のみめもので晶る。51t書官鉢彫土日告の下織で、地主はRl-単節斜縄文(縦位回転;)である。 6fよ口

縁部が外反する鉢形土器で、獄部がくぽむものでゐる。洗練区画の際情帯は4単位構成で、 地支は

LRJ~節斜線文(縦悦回転) で晶る。 7 は務鉢形土器の例都で品る。 沈線、区画的磨消帯の~部には

俊線部分が認められる。地文はRL単節斜縄文(縦役回転)である。8は下半分を欠く鉢形土官官で

ある。，)綾部は4単位の山形回線で、 山形口緑町頂部には紡土を貼付して内傾させている。 納郁の

rjJ字状般消帯は4単位僑成で、地文はLR.i杉鮪斜縄文〈縦位回転}である。

4号住居跡 (;<<8図)

潟1i.除，のJli:加lで検出事れた。

ピッ トと炉の検出で、 プラシ及び鋭機は不明である。炉の南東側には7号土績が位置し、本館謄

勝が切られている。ピットは8偲検出さ九たが、主柱穴は不明である。炉は土総鰻音量炉で晶る。深

鉢形士宮告の下部を爆設し、問辺は強〈 大熱を受吋て赤変Lている。床は培ぼ乎J13.で晶る。

出土遺物

土器 {第12図9)

9は炉線設土器である。深鉢形土器の下線で、地文はRL単節斜縄文(車種位回転)である。

5号住唐織 (第9関〉

調1i.区の西側、台地縁辺部で検出宰itl.ニ。

プラソ;:t，長総4.2曲、 短軸3.8mQ)惰円形を曇し、北東側はS号 ・9号土績に切られている。確認

蘭かちの淑さは40cmで、援はほぼ垂直に立ち上がる。ピッ トは3個検出され、 この3飽が主住穴

である。炉は石劉土器鍵設炉、 石組館、掘り込みilIIかちなる。石間士世話媛設告別主艇部を欠く官事鉢形

土審を明殺 し、 有院大め石で闘うている。 周辺I~*熱を受けて赤変 している。 石組部は石が側面1に組

まれ、底面には総めちれなも、。また、嵯設土締舗と揚り込み部曲lに長吉30cm弱の比紋的偏平な川

原石を組んでいる。 底耐と側面の右が強〈火熱を受けて赤変し、紙面は~くなっている。 掘り込み
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3号位屑跡由時7図

組は-f'U量く墜に穫し、 ピットが t側認められる.除は平組で援〈、炉の石阻土器埋a穂町周辺は
特に患い.

出土遺物

士宮署 (然13図10-13，;s16筒44-54)

10-1211床菌、 13は炉埋段土皆、飽は贋士出土である.tt線区扇町薦制僚を有するもの.条艇宜
を施すもの、亀文のみのものである.1011鉢形土器の下半分で、地支はLR単節斜縄文 {続位回転}

である.lH1鉢形土婚の胴穏で、波状の肝削帯を有する。地主はLI(単鮒*'1縄文(縦位向転)であ
る。12は探鉢形土骨量の自制部で、地文はLR単節斜縄文(縦位回転)である.13は深鉢形土器の割自車

で、口縁II.!:民事Eを欠<.踏調理荷は."守方向への員闘で， 4単位栂成で島る.地支はRL単節斜線
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石器 (郷24図1-3、第26図17-19)

11'1.石匙である。縦型で、ツマ ミ略に7スヲγルトが付着する。石賀は硬質頁む?で品る。2は自IJ

器である。片面開盤で、石賀は硬貨頁岩である。 3は石斧である。刃部が欠損し、 石賞は凝灰治で

ある。17はくぼみ石で、両面にtI!敏の〈ぼみ認が認められるもので晶る。 18は磨石である。191t石

fiIlで、彼自Hしている。周堤のあるもので、石質は安山岩である。

6号住居跡 (第10鏑)

調査区の西側で倹出された。

北東部の鍵の検出で、プラソは不明である。 確認商からの深さは5cmで、事置は陪ぼ垂直に!1.ち

ょがる。ピッ トは1健のみの検出で、主柱穴は不明で品る。炉は土橋埋設部と織り込み部からなる。

土総理設部は口縁錫を欠くil鉢形土昔告を斜位に煙車設し、商・東側に拳大の石を 1{陣ずつ包んでいる。

周辺は火勲を受けて赤変Lている。抱り込み部は!ll;・側面が火熱を受けτいる。床は平坦で襲、、。

出土遺物

土器 (第口、 14図14"15、第16図55-57)

15は炉軽量設土器、他は覆土出土である。枕線区画の搭消干悼を有寸るもの、条Iil文を!tiすもの、地

文のみのものである。14は源鉢形士総の下鑓で、地文はRL単筋斜織文 {縦位閉転}である。15は

口縁部を欠〈漆鉢形土器量で晶る。地文11.R L単節斜縄文(縦低回転)で、縄士原体の開鋭部の結び

目縄主が認められる。腹部は網代艇である。

石器 {郷26踊20)

20はくぼみ石で、品，jjlijに〈ぽみ穏をもつものである。

平安時代

7号住居跡 {第11幽)

宮崎査区の西側で検出された。

プラソは長軸2.8m、短紬2.7mの隅丸11形を!i¥する。擁Itgjj富からの百聴きは創)Cmであるが、ilさ3

Ocmの面を鮎り床としている。箆はほぼ義直に立ち上がるが函側は断り床の簡で段が付く。ピット

は住居外に5鏑検出苫hたが、主柱穴は不明である。カマドは商畿の南側に鱗第されても、る。掃l認

は貰色結土で構築寄れτいるが、 南袖の一部が残存するのみである。総焼留は火熱を受けて赤愛し、

門柱状の石を立てて支脚としている。煙道部は穂状に検出され、皇室外へぬcm延びる。F震は貨色鮎

土による貼り床で、ほぽ平，坦である。

出土遺物

土髭 {第14関16)

1611痩道部出土のdi<褐色土穆停である。銃部切り離し回転糸切り無調態で、 底部より内情しなが
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6号往庖跡第10図

ら立ち上がる。

鴻主主土場 (第19図)

調査区の西側でI量産検出された。

プラ γは長軸2.4rn、短軸45-筑)Cmの溝4止を!i¥l、機誌面からの深さは90cmである。縦断面は

筒織が墜外へ張り出 し、横断面は fYJ字状を呈する。出土遺物はない。

土器糧級遇制t(第19悶)

調査区の西側で検出された。

2 、 3 、 6 号は Il婦、 他はローム商での縫~で畠る。 1- 5 号1:1.傑鉢形土器、 66適正検出され、

号は鉢形土告書で、 3、5号は底部穿干Lである。6号の鉢形土器の中からは藤製石斧が10個入ゥた状
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土器 (第21-23沼鴎-74)

69-73は深鉢形土器で、地文のみのもので串る。 69は下半分で、1也文はL.R単節斜縄文(絞・目前・

斜依閉転)で.;!;る。70は下半分で、地文はL良単鮪ki1縄文(自民・斜位回転)で晶る。71、73は口縁

部が緩〈内湾しながら立ちよがり、底部穿孔である。地文はLR単節斜縄文 (様位回転〉である。

72は回線部を欠曹、地主はLRJl1節斜縄文 {横位回転〉である。錦、74は何一個体で、68は口綾部

である。ロ紙郁が緩〈内湾する鉢形土器である。 口唇部には2倒 I7-1の小突起をもち、 ロ縁部には

平行tt線が巡る。地文11LR単節斜縄文(横位回転)である。

石器 (第24、25関6-15)

6-15は繕製石斧である。6、7はS白書、12-15の刃都I主丸みのあるものである。右質は凝灰お

のものが多い。
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土積一 覧表

番号
規僕(cm)

平 面形 暗画静 出 土 遣 物
長軌短輪深さ

l 105 96 37 情円形 3 
1 '-ノー"

2 90 75 27 情円形 1 2'-/ 

3 9唱 83 53 情円形 5 
3 L.F 1-

4 74 67 26 衛門形 2 
4U 

5 62 56 12 相官円形 1 5TI  

6 120 110 32 衛門形 3 
6江

7 154 Iω 165 府円形 4 第21図59-63(縄文中期~後期〉

8 112 105 72 務円形 4 第21図64、65(縄文中期)

9 95 100 内 形 6 第201盟58、第21銅66(縄文後期〉、第24図4(煩Z1)

10 115 90 45 同署円形 4 第21闘67(縄文後期)、第24儲5(石鎌)

11 70 62 22 筋 肉 形 l 

12 94 75 25 隅丸方形 2 

13 74 ω 10 院丸方形

14 115 93 10 隅丸方形 2 

15 105 92 12 務 円形 l 

焼土遺構 (第19図}

調査区申凶側で検出された。

2基検出され、 ローム函での確認で晶る。1号は5号伎騰跡より新しく、焼療は:民軸おcm、悠

働40cmである。 2号には場大の石がl個認められ、焼療は長車両駅)c問、短輪60cmである。いずれ

に強く大熱を受けている。
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器土土出

遺構内 e 外出土土器を施文様により群に大別し、類に細!5!Jした。なお、

的な区別は認められなかった。

における

I 群土器(第28図77~79)

半裁竹管状工具により半隆起線文を施すものである。 77、78は同一個体である。口縁部に縦位方

向に半隆起線を施し、頚部には 2~3 条の半隆起線が巡る。胴部は撚糸文と考えられる。 79は腕部

で、半隆起線による直線@曲線文を施すものである。文様は縦{立方向に展開する。

第 II群土器(第12図ム 4 、 6~8 、第13図11 、 13、第15図17~錦、 31~39、第16図43 、 44 、 46

~50、 55 、 56、第21図59 、 60 、 64 、 65、第28図80~100)

沈線区画の磨消帯を有するものである。口縁部が磨消無文帯で、腕部地文のものも含めた。

1類 (6~ 8 、 11 、 13 、 23 、 27、 28 、 31 、 32 、 35~39 、 43 、 46~50、 56 、 59 、 60 、 64 、 65 、 80~

98) 

沈線区画の磨消帯を有するものである。磨消帯は IJJ字状、 IUJ字状、波状等の曲線的なも

ので、刺突文を加飾するものもある。深鉢形土器が主体で、口縁部は緩く外反するもの、直立する

ものが多し、。 6は頚部がくぼむ鉢形土器で、沈線区画の磨消帯は4単位構成である。 7は深鉢形土

器の胴部で、胴部中程の磨消帯連絡部分には稜線が認められる。 8は4単位の山形口縁をもっ鉢形

土器で、腕部 IJ 字状の磨消帯は4単位構成である。 59は口縁部が直立する深鉢形土器である。

口唇部には小突起をもち、 4単位と考えられる。この小突起下より沈線区画の磨消帯が垂下し、口

縁部は磨消無文帯となっている。地文はLr無節斜縄文(縦位回転)である。

2類(2 、 4 、 17~22、 24~26、 33 、 34、 44 、 55 、 99 、 100)

ロ縁部が磨消無文帯で、胴部地文のものである。磨消無文帯と地文部の境界である頚部に沈線を

巡らすものがほとんどであるが、 4 、 26 、 34~こは認められなし、。また、土器によっては l 類の沈線

寵画の磨消帯を有するものに含まれるものもあると考えられる。口縁部が緩く外皮する深鉢形土器

が主体である。 2の頭部には刺突文が巡る。

第III群土器(第16図40~位、第20図58、第21図66 、 67、第29図105~108)

数条の沈線によって文様を作り出すものである。平行沈線文、直線文、曲線文、連鎖状文等で構

成され、深鉢形土器が主体である。 40は口縁部が緩く外反する深鉢形土器で、地文は撚糸文である。

58は口縁部が内湾する鉢形土器である。口唇部には4個の突起をもち、各突起下には縦位に 3個の

円文を施す。この円文間には帯状の沈線文を 2列施して連絡している。地文はLR単節斜縄文(縦

100 -



76 

。 lOcm 

位回較)で、底部は笹葉痕である。 66、105、106には連鎖状文ないしは連鎖状S字文が施されてい

る。

第W群土器(第12図1、3、5、9、第13図10、12、14、第14図15、第15図29、30、第16図45、

51~54 、 57、第21図61~63、第22図的~71、第23図72 、 73、第27図75 、 76、第28図

101~104、第29図109~125) 

地文のみのものを一括した。斜縄文、撚糸文、条痕文を施すものである。

1類(1 、 3 、 5 、 9 、 10 、 12 、 14、 15 、 29 、 30、 45 、 69~73、 76、 101"'-104) 

単節斜縄文を施すものである。 LR及びRL縄文原体を縦位、横位に回転施文するもので、深鉢

形土器が主体である。

2 類 (61 、 63 、 75 、 109~116)

撚糸文を施すもので、全て深鉢形土器である。 75は口縁部が直立する深鉢形土器である。胴部に

LR単節斜縄文(横位回転)施文後に、網目状撚糸文を 3段施してし品。 109、111、112には沈線

が認められる。

3 類 (51~54、 57 、 62 、 117~125)

条痕文を施すものである。条痕は器面に対して縦位、斜位に施すもので、車線、曲線、弧状をな

す。深鉢形土器が主体である。

- 101 -



77 

8(J 

78 

僻川
8] え2

86 87 
I} 

'~ 

95 96 97 

100 

101 

- 102ー



~';;._":'-:，_";'弘[!-. r I :異常ト "~.;- II 

ぞ以内多
もそぎJ5U 

斗

【、〆 s

l(16 

ハハハリ川日目

111 

捕，[j 
t
i
t
t
i
-
-
l
i
i
J
e

に
ひ

{

f

1

1

 

B
十

1
I
l
l
i
-
-
1
i

110 

什
ぺ
リ

ト
V
1
1
1
1
1
1
1
1
Lれ

1

a
ト).，1， .I~ttい1:;. I I 

味泌尿寒川、N""、、γtl!'，'/;O_，¥l凪也 E
121 

114 

パ

Il--川口
一副岬嘩糟恥 n ごギ r月掛吟Lυ~-一、戸、也、‘『弘、:ryら lぞ勾σ夕、r二六j晶、こ点川，- I I 
凶 f弓"."..，，:おγυ

1Z6 

構内rJ1品ii携わ 1(/
124 

内
/
f
M
ワム]

1

，以下

、
，
お
J
V

ご示

、
me
ぜ
い
山
守
誌
腎
1e

齢
制
ぬ
-wu
月日
h
'
A

け
で
、
一
九
台
、
h

コぃ1
2

競》

10Cl1l 

L 

ごク

135 

103一

メパt~)~: ~~ ~~'. i 会斗話芸名!
‘ ~:'E~!~' I，.， 

へ勺件直 133

第29図

工二7L



第V群土器(第21図68、第23図74、第29図126~130)

入組文、刻自文、沈線文等を施すものである。

1類 (126)

入組文を施すものである。 126は口縁部が緩く外反する鉢形土器である。口唇部には2個 1対の

小突起をもち、刻目が施される。地文はLR単節斜縄文(横位回転)である。

2類 (127、128)

平行沈線開に刻目文が施されるものである o 127、128は同一個体で、口縁部が内湾する鉢形土器

である。口唇部にも刻目が施されている。

3類(旬、 74、129)

平行沈線が巡るものである。 68、74は同一個体で、口縁部が緩く内湾する鉢形土器である。口唇

部に2個 1対の小突起をもち、口縁部に平行沈線が巡る。地文はLR単節斜縄文(横位回転)であ

る。 129は台付鉢形土器である。口唇部に小突起をもち、台部付根付近に平行沈線が巡る。地文は

RL単節斜縄文(横位回転)である。

4類 (130)

工字文を施すものである。 130は壷形土器の肩部で、平行沈線開には刻目文が2条認められる。

第VI群土器(第29図131)

刷毛目調整痕の認められるものである。 131は饗形土器の胴部である。刷毛回調整後に地文を施

すもので、地文はLR単節斜縄文(横位回転)である。

第四群土器(第29図132~134)

土器底部で、網代痕の認められるものである。これ以外には、 15の深鉢形土器の底部に網代痕、

58の鉢形土器の底部には笹葉痕が認められる。

第V菰群土器(第14図16、第29図135、136)

赤褐色土器、須恵器である。 16、135は赤褐色土器である。し、ずれも杯で、底部切り離し回転糸

切り無調整である。 136は須恵器である。 警の肩部で、表面には平行叩き板痕、内面にはロクロ痕

が認められる。

土製品(第30図 1~ 7) 

1、2は1号住居跡、 3は2号住居跡、他は遺構外出土である。全て再利用土製品で、土器片を

再利用したものである。円形ないしは楕円形を呈するものである。
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c二二二二三

遺構外出土石器

石匙(第31図21)

5 

横型で、石質は硬質頁岩である。

石槍(第31図22、23)

「一一コ2 

「一一寸
6 

第30図土 口
口口

仁一一ミ〉

F;:':'.;<-.!'むi
f¥ -t-"，.，::~ ，j 
1τ/  

仁二二コ

') 

，) 

7 

C二二コ

l、ど iりIi.I，'; ~，II 、
どり lì 今 I，';'~，}r

1 -7 .iuh'I，'1ト

2点出土している。 22は先端部が欠損し、 23は中程から折損している。石質はし、ずれも硬質頁岩

である。

ヘラ状石器(第31図24~27)

4点出土している。平田形が楼形ないしは短冊形をなすもので、両面調整のものが多し、。石質は

全て硬質頁岩である。

掻器(第31図28、29)

2点出土している。片面調整により刃部を作り出し、石質はし、ずれも硬質頁岩である。

鋸歯縁石器(第32図30)

半月形をなすもので、両面調整である。アスフアルトの付着が認められ、石質は硬質頁岩である。
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第33図 遺構外出土石器
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亡ゴ
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第34図

磨製石斧(第32図31~34) 

4点出土している。全て破損しているもので、刃部形状は34が丸みをもつものである。 31は小形

磨製石斧で、アスフアルトの付着が認められる。石質は凝灰岩である。

くぼみ五(第33図35~39)

5点出土している。くぼみ部が数ヶ所認められるもので、 39は片面に他は両面に認められる。

磨石、敵石(第33、 34図40~43)

4点出土している。両面が磨れるもので、側面に敵打痕の認められるものである。

石皿(第34図44)

破損しており、石質は安山岩である。

砥石(第34図45)

両面が良く磨れ、緩く湾曲している。石質は凝灰岩である。
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まとめ

本遺跡は御所野台地の南側、 した標高約30mの台地縁辺部に位置する。以下、!日石器時代、

縄文@平安時代の遺構と遺物について述べてみたいの

旧石器時代は、調査区の東端部約180m2の範囲より340点出土した。二次加工の認められる剥片

が1点のみで、他は剥片であり石器、石核等は認められなし、。本台地で発掘調査された当該期の遺
(設 1) (設2)正t3) 誌4)

跡は、 「下堤D遺跡」、 「下堤G遺跡J、 「地蔵田B遺跡」で、 「狸1I奇B遺跡」は調査中である。
(設5) 

また、 「下堤A遺跡Jからはナイフ形石器、石刃が各 1点ずつ、 「坂ノ上F遺跡Jからは縦長長IJ片

がl点出土している。 昭和55年の分布調査で石刃が出土している「地蔵田A遺跡」は、平成5年度

に発掘調査が予定されている。本遺跡は石器の出土がなく時期の決め手を欠く。隣接する遺跡は

「地蔵田B遺跡jであり、現在調査中の「狸i埼B遺跡J、平成5年度調査予定の「地蔵田A遺跡J

を含めて、今後遺跡の時期、性格を検討する必要がある。

検出遺構は、竪穴住居跡7軒、土墳15基、溝状遺構1基、土器埋設遺構6基、焼土遺構2基であ

る。竪穴住居跡は縄文時代中期が6軒、平安時代が 1軒である。縄文時代の住居跡は、規模は径2.

8mから4.7mで、 1号.3号住居跡は小形、 2号.5号住居跡は中形で、 4号.6号住賠跡は不明

である。平面形は 1 号~3 号. 5号住居跡は楕円形で、他は不明である。主柱穴は 2号.5号住居

跡は 3 倍、 3 号住居跡は 4 倍である。本台地の当該期の主柱穴は 4~5 個が主体であり、 3 儒のも

のは少なし、。 I下堤B遺跡J19号住居跡、 「狸崎B遺跡J1号住居跡は複式炉を有し、類似する形

態のものである。炉は 1号.6号住居跡は土器埋設部十掘り込み部、 2号.3号.5号住居跡は石

囲土器埋設部十石組部十掘り込み部からなる複式炉で、 4号住居跡は土器埋設炉で、ある。ただし、

l号住居跡の炉埋設土器は抜き取られていた。 6号住居跡の炉埋設土器は斜位に埋設し、掘り込み

部が小規模であることなど本台地で今までに検出されている擾式炉と比較すると特異な形態、である。

本年度調査を実施した「狸i埼B遺跡Jでl軒確認されたが、検出例が少ないことから今後類例の増

加をまって検討する必要がある。本台地の当該期の集落では住居間の切り合し、がほとんど認められ

ないのが特徴であり、本遺跡においても重複は認められなし、。また、拡張、縮小、炉の作り替えな

ども認められない。ただし、 4号住居跡は 7号土撲に、 5号住居跡は 8号.9号土墳にそれぞれ切

られており、土墳の方が新しい。住居跡の時期については炉埋設土器及び出土遺物から大木10式期

に位置づけられる。本台地開発計画区域内からは31遺跡確認されているが、当該期の遺跡は20遺跡

で他の時期と比較すると突出して多い。本遺跡は台地縁辺部に位置し、地の遺跡の立地と同様の形

態であり、住居の数は本年度調査を実施した「狸l埼B遺跡」同様少ない方である。平安時代の住居

跡は 1軒のみの検出である。長軸2.8m、短軸2.7mの隅丸方形を呈し、西壁の南側にカマドが付設

される形態、で、床は貼り床である。時期については煙道部より底部切り離し回転糸切り無調整の赤

褐色土器杯が出土しており、 9世紀後半から10世紀頃に位置づけられると考えられる。本台地で当
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(a主B)

該期の住居跡が検出された遺跡は 8遺跡で、 「下堤C遺跡Jからは住居跡が31軒(他に竪穴遺構が

8軒)とまとまって検出されているが、他は 1-----6軒の検出である。 I下堤C遺跡Jは中心的な遺
(註9) 

跡と推測され、他は数軒単位の検出で、 1軒のみの検出は「湯ノ沢B遺跡、」に次いで2例目である。

土墳は15基検出された。 12号-----15号土墳は覆土に炭化物が多量に認められるもので、 12号土墳から

は赤褐色土器杯の破片が出土し、 7号住居跡と同時期と考えられる。他の土壌は出土遺物や周辺遺

構のあり方から縄文時代中期末葉から後期に位置づけられると考えられる。なお、住居跡を切って

いる 7号-----9号土墳からは後期前葉の土器が出土している。溝状土壌は 1基のみの検出である。縦

断面は両端が壁外へ張り出し、横断面は IYj字状を呈する形態であるが、出土遺物が認められず

時期を特定できない。本台地北部の「下堤C遺跡Jでl基、 「下堤D遺跡」で4基検出されている。

土器埋設遺構は 6基検出された。 1号-----5号土器埋設遺構は深鉢形土器で、底部穿孔のものも認め

られ土器棺としての性格が考えられる。埋設土器は縄文地文のみのもので文様は認められず時期を

明確にすることはできないが、周辺遺構のあり方から縄文時代中期末葉から後期前葉に位置づけら

れると考えられる。 6号土器埋設遺構は鉢形土器で、磨製石斧が10個(第24、25図)入った状態で

検出され、埋設土器は縄文時代晩期の大洞C2式土器に比定されるものである。

出土遺物は、土器、土製品、お器である。土器は施文様から 8群に大別した。第I群土器は半隆

起線文を施すもので、北陸系の土器である。本台地では「坂ノ上F遺跡Jで多量に出土し、他に 5
(註10)

遺跡で少量の出土が認められる。 I坂ノ上F遺跡j 2群.7群土器、石川県鹿島町「徳、前C遺跡」

第3群8類土器に類似するもので、縄文時代中期初頭に位置づけられる。第II群土器は本遺跡で主

体をなす土器で2類に細分した。沈線区画の磨消帯を有するもの、日縁部無文帯のもので、縄文時

代中期末葉の大木10式土器に比定されるものである。 3号.5号住居跡の炉埋設土器は本群に相当

し、地の住居跡についても本群に相当する遺物が出土している。第III群土器は数条の沈線によって

文様を作り出すもので、沈線文、連鎖状文及び連鎖状 ISj字文等が施される。縄文時代後期初頭

から前葉に位置づけられる十腰内 I式土器、宮戸I式土器に併行するものと考えられる。第W群土

器は地文のみのもので3類に細分した。単節斜結文、撚糸文、条痕文を施すもので、縄文時代中期

末葉から後期前葉に位置づけられると考えられる。第V群土器は縄文時代晩期の土器で4類に細分

した。 1類は大洞B式土器、 2類は大洞C1式土器、 3類は大澗C2式土器、 4類は大洞A式土器に

それぞれ比定されるものである。第百群土器は刷毛自調整痕の認められる護形土器である。本台地
(設11)

「地蔵田B遺跡」、本市北部の「焚天長根遺跡jvこ類例が認められ、弥生時代前期に位置づけられ

る。第四群土器は土器底部で、網代痕の認められるものである。第四群土器は赤褐色土器杯及び須

恵器翠である。底部切り離し回転糸切り無調整の赤褐色土器杯は「下堤C遺跡」で多量に出土して

おり、ほぽ同年代の 9位紀後半から10世紀頃と考えられる。
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遺構内出土土器

図版18
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遺構外出土土器
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土製品

遺構内出土石器
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